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概 要

本論 文は,Web情 報 の爆 発的 な増加,無 線LANや 携 帯電話 な どの無線 通信 の発

達 ・普及 の背景 を考慮 し,ユ ーザ がいつ で も どこで もその場で必要 な実 世界の情報

を省 作業 ・的確 ・迅速 に取得可能 とす るこ とを 目的 とす る.こ れ には,実 空間情報

を省作 業 ・的確 に検索 可能 とす る こと,コ ンテ ンツの爆発 的増加 に影響 しない規模

性 の ある情 報流通 基盤 作 り,ま た的確 な検 索 を実現 す るた めの情 報 の構 造化 を実

現す る こ とが重要 とな る.

2章 では,そ れぞれ の要件 に対 してそ して,個 々に該 当す る従来 の研究 を踏 ま え

て取 り組 むべ き課題 を 「ユー ザのサー ビス利用 にお ける許容性 」,「 システムの リ

アル タイ ム性 と柔軟1生」,「 正確 な コンテ ンツメタデ ー タの維 持性」の3点 に整理

し,シ ョッピングモール での商品推薦 を行 う実証実験お よびWebサ イ トか らクロ

ー リングの実験 を通 してそれ ぞれの課題 に取 り組 ん だ.

3章 では,ユ ーザの位 置 ・現在 時間 とい った状況 を リアル タイ ムに読み取 り,年

齢や性 別 な どのユ ーザ プ ロフ ァイル をあ らか じめ登録 してお き,情 報取得端 末 に

カー ドをか ざす のみ要 求 され るクエ リをすべ て 自動的 に クエ リ生成す る手法お よ

び その クエ リを理解 しメタデ ー タマ ッチ ングを行 う推薦 アル ゴ リズム を提 案 し,

シ ョッピン グモール で1ヶ 月 間の商品推薦 の実証実験 を通 して検証 した結果,ユ

ーザ に とって許容 性の あるサー ビス を実現 できた こ とを確認 した.

4章 では,シ ステ ムの リアル タイム性 と柔軟性 の課題 につい て,検 索機 能,メ タ

デー タマ ッチ ング機 能 な ど,検 索の機能 毎 にエー ジェ ン トを実装す るこ とに よっ

て,シ ステ ム の仕 様変 更 時 にエ ー ジ ェン トの組 み 替 え を容易 に した.リ アル タイ

ム性 につい ては実空 間情報 の特性 を考 慮 し,最 も情報 の分散 が期待 で き る要 素 が

位 置 であ るこ とを見 出 し,地 理位 置 に基 づ いたオ ーバー レイネ ッ トワー クに よる

システ ムを構築 し,3章 と同 じ実証 実験 の結果,期 間 中安定 して リアル タイ ム性 の

あ る通信 を提供 できた.

5章 で は,正 確 な コンテ ンツメタデー タの維持性 の課題 につ いて,位 置 お よび時

間 にも とつい たWeb文 書 の構造化 手法 を実装 し実験 した結果,有 利 な適 合率 によ

って 目的 とす る情報 の抽 出が実現 で きた.

6章 で は本論文 のま とめ と今後 の課題 を述べ た.
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(論文審査結果の要 旨)

本論文 は,ユ ーザが いつで もどこで もそ の場 に あった店 舗情報 や商 品情報 といった行動

支援情 報 を取 得す るこ とに焦点 を あててい る.こ れ には,個 々のユー ザの特徴 に適 した実

空 間上 の情報 を的確 に提供 す る こ と,ユ ーザ の様 々 な検 索要求 に柔軟 に対応 で き爆発 的 な

コンテ ンツ増加 に対 して即 時性 の あるシステ ムを構 築す るこ と,的 確 な検 索 を十分 に実現

す るための コンテ ンツの構 造化 を機械 的に行 うことが重要 となる.本 論文 の成 果 は以 下に

集約 され る.

1.2章 にお いて情報検索手法,情 報流通基盤,情 報源 に対 して十分 な関連研究 を調査 し,

① 「ユーザ に対 す るシステ ム利 用 の許容 性」,② 「システ ムの柔軟性 と リアル タイ

ム性」,③ 「正確 な コンテ ンツメタデー タの維 持性」 の3つ の課題 を合理 的に導 い

てい る.

2.3章 にお いて① の課題 に取 り組 み,移 動 中のユーザ の限 られ た情報入力量 を考慮 し,

無線IDカ ー ドを公 衆端末 にか ざす のみ で最 大限適切 にユーザの状況 ・嗜好 を反 映 し

た情報 を推薦す る手法 を提案 してい る.青 森 の シ ョッピングモール での1ヶ 月 間の

実証実験 を通 して,ア ンケー トに よるユー ザの明示的 な評 価 によ りユーザの許容1生

を確認 して い る.ま た,推 薦 の満足度 につ いて もア ンケー トに よる評価 に加 えて,

ク リック率や 閲覧時間 といった定量的 な評価 を行 い,肯 定的な結果 を得 てい る.

3.4章 で は② の課題 に取 り組 ん でい る.エ ー ジ ェン トに よる推薦 システム機 能の分割

を行 うことに よって,検 索機 能 の仕様 変更 を可能 とす る柔軟性 のあるシステ ム設計

がで きて い る.行 動支援 情報が位置 に基づ いて分散す る特 徴 を的確 に捉 え,コ ンテ

ンツ増加 に耐 える適切 なオーバ ー レイネ ッ トワー クの選 択 がな され てい る.2.と

同様 の実証実験 を通 して1ヶ 月 間安 定 した検 索速度 でサー ビスを実施 した こ とを定

量的 に示 してい る.

4.5章 で は③ の課題 に取 り組 み,プ ログを情報源 とす る ことの妥 当性 を評価 情報の含

有 量の調査 な どに よって合理 的 に示 してい る.そ の上 でプ ログを時 間 ・位置座標 に

よ りメ タデ ー タ形式 で構 造 化す る手法 を提案 して い る.評 価 にお いて は,従 来 の

Web文 書構 造化手法 よ りも細 かい粒度 におい て高い適合率 を得 てい る.

以 上 の よ うに,本 論文 は今 後 のイ ンターネ ッ トを介 したユ ーザ の情報 取得 像 を提 言 し,

適切 な課題 を設定 し,そ れ ぞれの課題 を解 決す る提案 ・実装 ・評価 が十分 な されてい る.本

論文 は実証 実験 を通 して評価結 果 を得 てい るこ とか らも,学 術 上 だけで はな く,実 社 会 に

対す る貢献度 も大 きい とい え る.よ って本論文 は博士(工 学)の 学位論文 としてふ さわ し

い もの と認 める.


